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令和７年度市民アンケート調査

皆さんの意見を

市政に反映させるために

　市は、市政への市民参画や協働によるまちづくりのため、市は、市政への市民参画や協働によるまちづくりのため、
市民アンケート調査を毎年実施しています。昨年８月に実施市民アンケート調査を毎年実施しています。昨年８月に実施
した調査の主な結果をお知らせします。全４テーマ31問のした調査の主な結果をお知らせします。全４テーマ31問の
調査結果は、市役所本庁舎６階の広聴広報課や都南総合支調査結果は、市役所本庁舎６階の広聴広報課や都南総合支
所、玉山総合事務所で閲覧できるほか、市ホームページにも所、玉山総合事務所で閲覧できるほか、市ホームページにも
掲載しています。掲載しています。
【問】【問】広聴広報課☎626-7517広聴広報課☎626-7517
【広報ＩＤ】【広報ＩＤ】10553911055391

調査の概要調査の概要
　市内在住の18歳以上の人の中から、3000人を無作為で選び、アン市内在住の18歳以上の人の中から、3000人を無作為で選び、アン
ケート調査を実施しました。43.9㌫に当たるケート調査を実施しました。43.9㌫に当たる
1316人からの回答があり、性別と年代別の比1316人からの回答があり、性別と年代別の比
率は、右のグラフのとおりです。率は、右のグラフのとおりです。

※端数処理や複数回答の設問があるため、それ※端数処理や複数回答の設問があるため、それ
　ぞれの割合の総計が100㌫にならない場合が　ぞれの割合の総計が100㌫にならない場合が
　あります　あります

テーマ
1 ごみの減量と３Ｒの推進について

【担当】廃棄物対策課☎626-3755

ごみの減量やリサイクルを図るために、日頃どのようなことを
心がけていますか（複数回答）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

詰め替えや繰り返し使用できる商
品を選択して購入する

買い物にはマイバッグを持参し、レ
ジ袋はもらわない

作り過ぎ、食べ残しに気を付ける

生ごみは、よく水を切ってから出す

トレイ、紙パックは、スーパーマー
ケットなどの店頭回収に出す
不要になった衣料品などは、リサイク
ルショップやフリーマーケットに出す

空き缶、古紙、びんは地域の資源
集団回収に出す

その他

特に心がけていることはない

無回答

結果から分かること▶「買い物にはマイバッグを持参し、レ
ジ袋はもらわない」の割合が最も高く、令和２年７月のプラ
スチック製買物袋有料化が影響していると考えられます。
「空き缶、古紙、びんは、地域の資源集団回収に出す」も高
い割合でしたが、資源集団回収の回収量は年々減少してい
ることから、地域の活動を支援していく必要があります。

まだ食べることができる食品が廃棄されないようにすること、
いわゆる「食品ロス」の削減を図るため、日頃どのようなこと
を心がけていますか（複数回答）

０ 10 20 30 40 50 60 70（％）
買い物前に冷蔵庫の中などを確か
めて、必要なものを購入する

食べきれる量だけを調理する

皮や脂など、必要以上に取り除かない
ように注意し、食材を無駄なく使用する

少量パックなど、適量を購入する

賞味期限や消費期限をこまめに確
認する

残さず食べる

余った食品をフードバンクなどに
提供する

その他

特に取り組んでいることはない

無回答

結果から分かること▶「買い物前に冷蔵庫の中などを
確かめて、必要なものを購入する」、「残さず食べる」
の割合が高く、市民の皆さんが食品ロス削減に向け
て積極的に取り組んでいることが分かります。

テーマ
2 男女共同参画・女性活躍推進について

【担当】男女共同参画推進室☎626-7525

日本国憲法では「すべて国民は、法の下に平等」であるとされていますが、社
会全体で見た場合、あなたは、男女の地位は平等になっていると思いますか

結果から分かること▶「なっていない」と回答した人の割合が最も高
く、「どちらともいえない」が続き、「なっている」は11.0㌫にとどま
りました。平成30年の前回調査では「なっていない」が65.2㌫であ
り、一定の改善は見られるものの、依然として多くの市民が男女の
地位に不平等を感じていることがうかがえます。

盛岡市が「パートナーシップ・ファミリーシップ制
度」を導入していることを知っていますか

結果から分かること▶「全く知らない」が
過半数を占め、「知っている」は4.2㌫に
とどまりました。このことから、制度の認
知度が非常に低く、さらなる広報活動が
必要と考えられます。

テーマ
3

認知症について
【担当】長寿社会課☎613-8144

認知症の人と接したことがありますか

ある ない 無回答

結果から分かること▶全体で６割以上、どの年代に
おいても半数以上の人が認知症の人と接したこと
があると回答しており、特に50代と60代の割合が
高くなっています。日常生活の中で、認知症が身近
な病気になっていると考えられます。

認知症になってからの生活について、どのようなイメージを持
っていますか

結果から分かること▼
「医療・介護などのサ
ポートを利用すれば、
今まで暮らしてきた
地域で生活できる」、
「認知症になると周
りの人に迷惑を掛け
てしまう」、「介護施
設に入ってサポートを
利用することが必要
になる」の割合が高
く、認知症になると何
らかのサポートが必

盛岡市役所のデジタル化について
【担当】情報企画課☎626-7514

市の施策として、どの分野のデジタル化が進むと暮らしやすく
なると思いますか（複数回答）

テーマ
4

結果から分かること▶「消防・防災関連」、「防犯・交通安全対策関連」の割合
が高く、生活の安心・安全面でのデジタル化で暮らしやすくなると考える人の
割合が高いことがうかがえます。また、「高齢者・障がい者福祉関
連」、「健康・医療関連」、「行政事務関連」の割合も高く、日常生活
に不可欠な分野のデジタル化が求められていると考えられます。

今後、行政手続きや行政サービスがデジタル化されること
で、期待することはどのようなことですか（複数回答）

結果から分かること▶「インターネットを利用して市役所への申
請や届け出ができる」の割合が最も高く、「行政情報や緊急情
報が必要なときにスマートフォンなどに配信される」が続きまし
た。場所や時間に捉われない行政サービスの提供が求められ
ていると考えられることから、行政手続きのオンライン化や適
切な情報配信に引き続き取り組む必要があると考えられます。

54.0％
女性

46.0％
男性 性別 年代

10代　1.7％

40代
15.2％

20代　6.8％
30代　8.8％

50代
16.3％

60代
20.9％

70歳以上
30.2％

68.868.8

78.3

59.059.0

54.354.3

45.745.7

25.925.9

66.966.9

4.94.9

1.21.2

2.92.9

66.6

59.059.0

21.421.4

50.450.4

57.157.1

64.164.1

4.14.1

2.42.4

2.02.0

1.11.1

なっているなっている
11.0％11.0％

なっていない
46.5％

どちらともいえない
36.6％

分からない
4.2％

無回答　1.7％

知っている（ガイドブックなど
を読んだことがある）
4.2％

少し知っている（名称は聞いたこと少し知っている（名称は聞いたこと
があり、内容も少し知っている）があり、内容も少し知っている）
9.5％9.5％

あまり知らない（名称は聞いたこと
があるが、内容は知らない）
28.1％

全く知らない
55.9％

無回答
2.3％なっているなっている

なっていないなっていない

どちらともどちらとも
いえないいえない

分からない分からない

無回答無回答

15.815.8
6.96.9

42.742.7
49.7

37.137.1
36.236.2

2.82.8
5.45.4

1.51.5
1.81.8

０ 10 20 30 40 50（％）

男性
女性

ある
65.8％

ない
32.8％

無回答　1.4％ 18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

０ 10 20 30 40 50 60 70 100（％）80 90

56.5 43.5

61.8 38.2

61.2 38.8

64.5 35.0 0.50.5

72.6 27.0 0.50.5

71.3 28.4 0.40.4

62.1 34.2 3.83.8

できないことを自
ら補いながら、今
まで暮らしてき
た地域で生活で
きる　6.8％

医療・介護などのサポー
トを利用すれば、今まで
暮らしてきた地域で生活
できる　30.5％

介護施設に入って
サポートを利用する
ことが必要になる
26.7％

認知症になると、
周りの人に迷惑
を掛けてしまう
29.9％

認知症になると、認知症になると、
何もできなくなっ何もできなくなっ
てしまうてしまう
3.0％3.0％

その他その他　　1.7％1.7％ 無回答無回答
1.4％1.4％

０ 10 20 30 40 50 60（％） ０ 10 20 30 40 50 70（％）60

税金や公共施設の利用料や証明書の手数料をキャッシュレスで支払いできる

インターネットを利用して市役所への申請や届け出ができる

インターネットで公共施設の利用状況の確認や予約などができる

高齢者や子どもの見守りを強化する

河川の増水や道路の冠水などの状況を確認できる

ＡＩを活用した自動会話プログラムなどの導入で、市役所のサービスで
分からないことに24時間問い合わせできる

スマートフォンなどデジタル機器の利活用について学べる

情報セキュリティ対策を徹底し、市民の個人情報を守る

公共のデータを誰もが使えるデータとしてホームページで公開する

遠隔での相談ができる

ＡＩや自動化技術で市役所業務を効率化する

行政情報や緊急情報が必要なときにスマートフォンなどに配信される

無回答

その他

63.163.1

47.047.0

42.842.8

39.539.5

32.432.4

36.036.0

32.832.8

25.525.5

23.823.8

21.721.7

17.917.9

17.817.8

4.84.8

5.55.5

消防・防災関連（避難誘導情報のリアルタイム配信など）

保育・子育て関連（子の年齢や妊娠週数に合わせた役立ち情報の配信など）

高齢者・障がい者福祉関連（介護支援ロボットや見守りセンサーの活用など）

健康・医療関連（健康状態のＡＩ管理やオンライン診療など）

学校・教育関連（オンライン授業、デジタル教科書など）

防犯・交通安全対策関連（防犯カメラの設置など）

環境・ごみ対策関連（省エネやリサイクルにつながる先端技術の導入など）

税務関連（電子申告・電子納税の推進、税務相談の自動化など）

農業振興関連（ドローン活用や温度管理の自動化など）

生涯学習・社会教育関連（インターネット上での学習機会やコミュニティ形成など）

公共インフラ整備関連（路面状況のリアルタイム配信など）

観光振興関連（オンラインツアーやデジタルマップの充実など）

スポーツ・文化振興関連（施設のオンライン予約、芸術文化活動のライブ配信など）

雇用・産業振興関連（企業のリモートワークやＩＣＴ化支援など）

行政事務関連（行政手続きのオンライン化など）

その他

無回答

52.752.7

45.945.9

45.645.6

45.045.0

42.242.2

34.734.7

34.334.3

31.431.4

30.630.6

25.825.8

22.622.6

21.721.7

21.121.1

19.819.8

18.218.2

5.95.9

4.24.2

要になると感じている人の割合が高いことが分かり
ます。認知症の正しい知識の周知や、生活支援体制
の充実が必要になると考えられます。


